
ありがとうございます
　
こ
の
度
は
、
伝
統
あ
る
機
関
紙

「
白
川
郷
の
合
掌
造
り
」
へ
の
寄

稿
の
機
会
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。僭
越
な
が
ら
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
私
自
身
の

自
己
紹
介
を
さ
せ
て
頂
い
て
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
危
機
下
に
お
け
る
村
の
観

光
振
興
課
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹

介
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
私
は
、
昨
年
（
令
和
二
年
）
の

四
月
一
日
か
ら
中
途
採
用
で
白
川

村
役
場
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

「
世
界
遺
産
白
川
郷
」
と
い
う
世

界
に
通
じ
る
ブ
ラ
ン
ド
力
を
持
っ

た
白
川
村
の
観
光
行
政
の
一
翼
を

担
わ
せ
て
頂
く
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
重
責
に
と
て
も
不
安
が
あ
り

ま
し
た
が
、
精
一
杯
頑
張

ろ
う
と
決
意
し
て
白
川
村

に
転
居
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
鳩
谷
の
ド
ミ
ー
ル

白
川
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　
以
前
は
、
平
成
十
一
年

度
か
ら
平
成
三
十
年
度
ま

で
の
十
九
年
間
、
お
隣
の

飛
騨
市
役
所
で
働
い
て
お

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
民

間
企
業
に
て
海
外
事
業
を

担
当
し
、
海
外
企
業
と
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
進
め
方
や
輸

出
入
業
務
に
つ
い
て
多
く

を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
白
川
村
で

働
く
と
い
う
素
晴
ら
し
い

機
会
を
頂
き
、
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
余
談
に
な
り
ま
す
が
、

ア
ッ
プ
ル
社
の
共
同
創
始

者
で
あ
る
、
故
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
が
、
二

〇
〇
五
年
に
米
国
の
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
の
卒
業
式
の
ス

ピ
ー
チ
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
ま
す
。〝
未
来
を
見
て
点
と

点
を
繋
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
過
去
を
振
り
返
っ
た
時
の
み

点
と
点
が
繋
が
る
の
で
す
。
点
と

点
が
何
ら
か
の
形
で
将
来
に
繋
が

る
こ
と
を
信
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
〞、
最
近
、
こ
れ

ま
で
の
私
の
様
々
な

経
験
の
「
点
」
が
今

に
繋
が
っ
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
、
こ

の
ス
ピ
ー
チ
の
事
を

身
に
し
み
て
感
じ
て

い
ま
す
…

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

は
海
外
旅
行
が
趣
味

で
、
特
に
世
界
遺
産

を
巡
る
こ
と
が
好
き

で
す
。
エ
ジ
プ
ト
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
イ
ン

ド
の
タ
ー
ジ
マ
ハ
ー

ル
な
ど
、
近
場
の
世

界
遺
産
は
色
々
見
て

き
ま
し
た
。そ
れ
と
、

飛
騨
市
古
川
町
で
小

学
生
に
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
教
え
て
い
ま
す
。一
応
、

コ
ー
チ
ラ
イ
セ
ン
ス
を
持
っ
て
い

ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
お

声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
で
は
、
こ
こ
か
ら
本
題
に
な
り

ま
す
。
最
初
に
、
こ
れ
ま
で
の
国

内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
対
す
る
取
り
組
み
の
変
容

に
つ
い
て
整
理
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
主
な
取
り
組
み
は
別
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
一
年
以
上
前
の
令
和
二
年
一
月

十
五
日
に
国
内
最
初
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
確
認
さ
れ

た
時
、
果
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
方

が
終
息
の
見
通
し
の
つ
か
な
い
コ
ロ

ナ
禍
を
予
測
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

　
国
内
の
感
染
拡
大
は
、
第
一
波

か
ら
第
三
波
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
知
見
の
蓄
積
に
基
づ

き
、
次
の
よ
う
に
対
策
に
変
化
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
未
だ

に
対
策
の
「
正
解
」
が
見
い
だ
せ

な
い
状
況
で
す
。

・
第
一
波
（
四
月
〜
五
月
）
徹
底

し
た
感
染
の
封
じ
込
め

・
第
二
波
（
七
月
〜
八
月
）
新
し

い
生
活
様
式
の
実
践
へ

・
第
三
波
（
十
二
月
〜
二
月
）
ク

ラ
ス
タ
ー
対
策

　
村
で
は
、
第
一
波
の
際
、
全
国

的
な
自
粛
・
休
業
要
請
に
伴
う
経

済
の
悪
化
か
ら
村
民
の
継
続
し
た

雇
用
を
守
る
た
め
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
村
独
自
の

休
業
支
援
（
白
川

村
緊
急
休
業
等
支

援
金
）
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
第
一

波
で
深
刻
な
経
済

的
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
た
村
内
観
光
業

の
回
復
を
図
る
た

め
、
国
内
誘
客
二

大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
白
川
郷
宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
・
白
川
郷
Q
R
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
を
国
の

G
O 

T
O 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
先
駆
け
て
実
施
し
ま
し

た
。
併
せ
て
、
感
染
防
止
対
策
と

し
て
、
白
川
村
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
支
援
補
助
金
を
設
け
、
村
内

事
業
者
の
感
染
防
止
の
取
り
組
み

を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　
こ
の
二
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
感

染
防
止
の
補
助
金
を
村
の
コ
ロ
ナ

対
策
の
「
柱
」
と
し
て
、
第
二
波

と
第
三
波
に
対
し
て
も
国
や
県
の

対
応
を
注
視
し
つ
つ
、
観
光
事
業

の
推
進
と
感
染
防
止
対
策
の
相
反

す
る
課
題
の
両
立
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
観

光
客
の
回
復
は
予
想
を
遥
か
に
超

え
て
鈍
く
、
非
常
に
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
多
く
の
人
の
出
入
り
が

あ
る
観
光
地
に
も
関
わ
ら
ず
、
岐

阜
県
下
で
唯
一
、
コ
ロ
ナ
の
感
染

者
が
「
ゼ
ロ
」
の
状
況
を
堅
持
し

て
い
る
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
村
民

の
皆
さ
ま
の
感
染
防
止
に
対
す
る

意
識
の
高
さ
と
取
り
組
み
の
賜
物

で
あ
る
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

編
集
後
記

　
令
和
2
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
に

伴
い
、
例
年
通
り
と
は
い
か
な
い

こ
と
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

せ
せ
ら
ぎ
公
園
駐
車
場
は
5
月
の

1
ヶ
月
間
、
初
め
て
閉
鎖
し
ま
し

た
。
普
通
車
も
大
型
車
も
1
台
も

来
な
い
駐
車
場
を
何
日
も
見
る
の

は
不
思
議
な
感
じ
で
し
た
。
今
年

度
の
自
治
保
存
会
育
成
事
業
も
予

防
の
観
点
か
ら
研
修
会
を
行
わ

ず
、
ま
た
定
例
会
議
も
Z
O
O
M

を
使
う
等
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
保
っ
て
行
う
な
ど
密
を

避
け
て
活
動
し
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
し
た
が
、
白

川
郷
学
園
と
の
さ
つ
ま
い
も
づ
く

り
や
田
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
休

校
に
伴
い
子
ど
も
た
ち
と
出
来
る

こ
と
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
限

ら
れ
た
中
で
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
未
だ
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
終
息
の
見
通
し
が
立
ち
ま

せ
ん
が
、
一
刻
も
早
く
以
前
の
よ

う
な
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

　
さ
て
、
長
年
勤
め
ら
れ
た
事
務

局
長
が
今
年
度
に
て
定
年
を
迎
え

退
職
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
遺
産
の

保
存
と
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
の
生

活
を
常
に
考
え
、
多
岐
に
わ
た
り

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

募金ご協力者一覧

令和２年度 竹 筒 募 金
国重文　和田家
ふる郷　長瀬家
神田家
県重文　明善寺
美然ゆめろむ館
焔仁美術館
合掌造り民家園
民宿　志みづ
民宿　のだにや
民宿　きどや
民宿　ふるさと
民宿　久松
民宿　かんじゃ

振替による場合
・郵便振替口座　00810－6－51954
・飛騨農業協同組合白川支店（普）9203800

現金書留による場合及び資料請求先
〒501-5627　岐阜県大野郡白川村荻町2495-3
 （一財）世界遺産白川郷合掌造り保存財団
　TEL（05769）6-3111　ＦＡＸ（05769）6-3113
　☆インターネットでも受け付けています。
　　http://shirakawa-go.org/zaidan/

基金に対する
ご寄付お送り先
及び資料請求先

　合掌財団では、合掌造り集落の保存とその集落
内の住民の暮らしを守るため、合掌家屋の修理や
集落の修景などの景観保全に関わるさまざまな課
題に対応し事業展開しております。
　当財団では、基本財産から生じる運用益を活用
して事業を行っていますが、その運用益だけでは
必要事業費には、はるかに及ばないのが実情です。
そのため、岐阜県の助成を得ながら緊縮した村の
会計から捻出して対処しているのが現状です。今

後、当財団に要請される事業が、社会情勢の変化
にともなってますます多様化し、一層責任が増大
していくものと予想されます。
　当財団が、このような課題にできるだけ的確に
対処できる体制を整えることが、世界遺産合掌集
落の保存に欠かせない条件です。この趣旨にご賛
同いただき、皆様の温かいご支援、ご協力をお願
いします。

世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を

コロナ禍における　　　
　　　　　観光の一考察
白川村役場観光振興課 小　瀬　智　之

現在店舗に合掌基金募金箱の
設置がなく、設置希望の
方や、募金箱の破損など
ありましたら当財団まで
ご連絡ください。

民宿　幸エ門
民宿　与四郎
民宿　利兵衛
民宿　一茶
民宿　孫右エ門
民宿　源作
民宿　よきち
民宿　文六
民宿　わだや
民宿　伊三郎
民宿　大田屋
白川郷の湯
トヨタ白川郷自然学校
忠兵衛
基太の庄
白楽
心花洞
文化喫茶郷愁
喫茶狩人
結の郷
いっぷくちな
手打ちそば処乃むら
しあわせ屋吉兵衛

飛騨路
しらおぎ
けやき
味処ゆきんこ
与ぜ
白水園
いろり
喫茶さとう
天守閣
どっこらしょ
ます園文助
柊
コーヒー屋鄙
あらい
合掌
そば脇本
恵びす屋
山峡の家

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
今
後
の
観
光
に
関
す
る

私
見
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
村
の
観
光

は
一
変
し
ま
し
た
。
二
〇
一
九
年

に
過
去
最
高
の
二
百
十
五
万
人
を

記
録
し
た
観
光
客
数
は
、
速
報
値

に
よ
る
と
二
〇
二
〇
年
は
約
七
十

一
万
人
ま
で
落
ち
込
ん
で
お
り
ま

す
。
当
面
、
海
外
か
ら
の
訪
日
観

光
客
は
見
込
め
な
い
状
況
が
続
く

と
思
わ
れ
ま
す
し
、
国
内
観
光
客

に
つ
い
て
も
、
少
人
数
に
よ
る
自

家
用
車
で
の
観
光
へ
「
旅
の
ス
タ

イ
ル
」
が
変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
一
年
間
、「
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た

か
」
に
よ
っ
て
、
差
が
生
ま
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
都

市
部
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
新
た
な

需
要
を
と
ら
え
、
業
態
転
換
を
模

索
す
る
企
業
も
少
な
く
な
い
よ
う

で
す
。
二
〇
二
一
年
一
月
十
四
日

に
発
表
さ
れ
た
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
す
る
企
業
の
意
識
調
査

（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
）」
に
よ
れ

ば
、
業
態
転
換
の
「
予
定
が
あ
る
」

と
回
答
し
た
飲
食
店
は
、四
十
五
．

二
％
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
デ
リ
バ

リ
ー
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
普
及

は
、
業
態
転
換
に
お
け
る
一
つ
の

成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
白
川
村
に
お
い
て
は
、
宿
泊
割

引
お
よ
び
Q
R
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
て
、

新
た
な
取
り
組
み
の
素
地
が
整
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
村
内
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
の
事
業
者

が
飛
躍
的
に
増
え
ま
し
た
し
、
白

川
郷
観
光
協
会
の
運
営
す
る
宿
泊

予
約
サ
イ
ト
に
独
自
の
宿
泊
プ
ラ

ン
を
簡
単
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
こ
れ
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
宿

泊
施
設
の
空
き
部
屋
の
日
中
貸
し

出
し
、
飲
食
店
と
共
同
の
食
事
つ

き
宿
泊
プ
ラ
ン
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
見
学
施
設
と
連
携
し
た
宿
泊

プ
ラ
ン
、
飲
食
店
と
共
同
の
お
弁

当
付
き
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

な
ど
、
色
ん
な
事
が
考
え
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
し
、
村
内
の
各
種
組

合
な
ど
で
独
自
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
す
る
事
も
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
困
難
と
は

い
え
、
何
も
し
な
い
ま
ま
で
は
、

そ
の
先
に
あ
る
チ
ャ

ン
ス
を
掴
み
損
ね
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
人
生
万
事
塞
翁
が

馬
」、
決
し
て
悲
観
せ

ず
、
こ
の
困
難
を
未

来
の
チ
ャ
ン
ス
に
つ

な
げ
る
た
め
に
も
、

今
の
う
ち
か
ら
準
備

を
進
め
て
お
く
こ
と

が
重
要
か
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
今
後
の
白
川
村

の
観
光
が
「
V
字
回

復
」
で
き
る
よ
う
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
で
き

る
事
を
積
み
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指

導
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（敬称略）

おいしんぼ
かたりべ
おけさ
山楽堂
合掌庵
ぜん助
てづか民芸品店Neo
佐藤民芸品店
今藤商店
こびき屋柿の木店
めめんこ
こびき屋
古太神
道の駅白川郷
鳩谷郵便局
であいの館

岐阜県 ㈱林工務店  林　　俊宏
 ㈱三輪酒造
　　　　代表取締役  三輪　研二
神奈川県 竹本　榮夫
愛知県 北條　正典
岐阜県 可児　洋明
 山田　昭男
和歌山県 石田　真紀
兵庫県 西本喜久子
愛知県 大森　國雄
滋賀県 ㈱文教スタヂオ

　皆さまからいただきました合掌基金（募金）に心より
御礼申し上げます。
　ご協力いただきました皆さまをご紹介いたします。
ありがとうございました。

誘客キャンペーンポスター

世界遺産モンサンミッシェルと私
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て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
今
後
の
観
光
に
関
す
る

私
見
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
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に
よ
り
、
村
の
観
光
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一
変
し
ま
し
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。
二
〇
一
九
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過
去
最
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の
二
百
十
五
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を

記
録
し
た
観
光
客
数
は
、
速
報
値

に
よ
る
と
二
〇
二
〇
年
は
約
七
十

一
万
人
ま
で
落
ち
込
ん
で
お
り
ま

す
。
当
面
、
海
外
か
ら
の
訪
日
観

光
客
は
見
込
め
な
い
状
況
が
続
く

と
思
わ
れ
ま
す
し
、
国
内
観
光
客

に
つ
い
て
も
、
少
人
数
に
よ
る
自

家
用
車
で
の
観
光
へ
「
旅
の
ス
タ

イ
ル
」
が
変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
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一
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間
、「
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た

か
」
に
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っ
て
、
既
に
差
が
生
ま

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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に
都
市
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、
コ
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ナ
禍
の
新
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と
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、
業
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模
索
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少
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な
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で
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。
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デ
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の
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新
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ロ
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ウ
イ
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ス
感
染
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に
対
す
る
企
業
の
意
識

調
査
（
二
〇
二
〇
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十
二
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）」

に
よ
れ
ば
、
業
態
転
換
の
「
予
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が
あ
る
」と
回
答
し
た
飲
食
店
は
、

四
十
五
．二
％
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た
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で
す
。
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バ
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ア
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ト
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普
及
は
、
業
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つ
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。
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取
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。
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シ
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光
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。
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携
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お

弁
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体
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ム
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、
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な
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ら
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る
と
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し
、
村
内
の
各
種

組
合
な
ど
で
独
自
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
す
る
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も
で
き
る
と
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ま
す
。
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禍
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る

困
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と
は
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え
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で
は
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に
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み
損
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困
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に
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う
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進
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こ
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が
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か
と
思
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。
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歳出  1億1,592万円歳入 1億1,592万円

財団が、どのような収入を得て、どのように支出しているのか、令和２年度の会計状況をお伝えします。

基本財産　302,361,000円
特定資産　400,943,373円
合　　計　703,304,373円

財団が保持している基金の現在額（令和3年3月）

令和２年度

・・・一般財団法人世界遺産白川郷合掌造り保存財団・・・

令和２年度の主な事業

財源内訳

1．修理事業
差し茅 10棟

伝統的建造物修理 5棟

棟茅葺替 84/108棟

トタン屋根葺替 1棟

2．修景事業
修景協力費助成 14棟

トタン屋根葺替 1棟

ビニールシート指定色奨励事業 24枚

一般建築物茅屋根補修 4棟

オダレ助成 9枚

3．地域活性化事業
自治保存会活動費助成
自治保存会育成事業
人材育成事業
茅の自給率向上施策と調査研究 

4．水田復旧事業
復旧農地の維持管理・活用 　水田63.10a、畑0.7a

5,687,000円
1,257,000円
925,000円
3,444,000円
61,000円

5,056,756円
4,167,000円
545,000円
141,520円
142,000円
61,236円

20,062,814円
1,000,000円

0円
87,060円

18,975,754円
3,548,101円
3,548,101円

村補助金
基金運用利息

17,000,000円
17,354,671円

合　計

合　計 34,354,671円

　財団は世界遺産集落を保全し、後世に残していくため
の公益事業を行っており、主な経費は村営駐車場の受託
費で賄われています。設立当初よりせせらぎ公園駐車場
と付随する総合案内所の管理運営業務を行い、現在は寺
尾・弥陀島臨時駐車場を含め繁盛期の渋滞緩和にも努め
ています。
　駐車場で徴収された駐車料金は村に収納され、駐車場
や施設の維持管理費に当てられ、一部は管理受託費とし
て財団の歳入となります。また、世界遣産地区の修理・
修景助成、地域振興策等にも使われ、事業計画に応じ村
から補助金として入ります。
　令和 2 年度のせせらぎ・寺尾・弥陀島駐車場の総収
入は、コロナウイルス感染症により前年比の6割減の8,950
万円となりました。受託事業費として7,650万円、集落整
備事業及び運営費補助金として1,800万円を村からの収入
とし事業を行いました。
　基金は約7億330万円、令和 2 年度は629万円の財産運
用利息収入となり、財団の貴重な財源として集落保存事
業を中心に活用されています。 

34,354,671円

世界遺産集落
保存事業費　
3,805万円
32.82％

村補助金収入
1,800万円
15.53％

財産運用・
利息収入
629万円 
5.43％

雑収入
5万円 
0.04％

基金運用財産
1,437万円 
12.4％

一般事務管理費
137万円
1.18％

指定管理受託事業費
7,650万円
65.99％

積立金 0万円 0％積立金 0万円 0％

指定管理受託事業収入
7,650万円
65.99％

一般寄付金収入
71万円
0.61％

　令和２年度のせせらぎ公園駐車場の普通車及び大型車の利用台数は、新型コロナウイルス感染症の影響により激減し
ました。緊急事態宣言が発令された5月には供用開始以来初となる駐車場の閉鎖を余儀なくされましたが、宣言解除と
ともに７月に開始した「Go Toキャンペーン」により10月には普通車がほぼ平年並みに戻り、11月には過去最高の利
用台数となりました。大型車も同様に、学生の修学旅行を中心とした利用により復活の兆しが見えたものの、感染の拡
大によるGo To トラベルの一時停止、緊急事態宣言の再発令により普通車とともに再度減少に転じました。
　新年度に向け、一日も早い新型コロナウイルス感染症の終息を願うばかりです。
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秋に復活の兆しも、緊急事態宣言の再発令により再度減少

白川郷の合掌造り （ 3） （ 2） 白川郷の合掌造り
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・・・一般財団法人世界遺産白川郷合掌造り保存財団・・・

令和２年度の主な事業

財源内訳

1．修理事業
差し茅 10棟

伝統的建造物修理 5棟

棟茅葺替 84/108棟

トタン屋根葺替 1棟

2．修景事業
修景協力費助成 14棟

トタン屋根葺替 1棟

ビニールシート指定色奨励事業 24枚

一般建築物茅屋根補修 4棟

オダレ助成 9枚

3．地域活性化事業
自治保存会活動費助成
自治保存会育成事業
人材育成事業
茅の自給率向上施策と調査研究 

4．水田復旧事業
復旧農地の維持管理・活用 　水田63.10a、畑0.7a
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925,000円
3,444,000円
61,000円

5,056,756円
4,167,000円
545,000円
141,520円
142,000円
61,236円

20,062,814円
1,000,000円

0円
87,060円

18,975,754円
3,548,101円
3,548,101円

村補助金
基金運用利息

17,000,000円
17,354,671円

合　計

合　計 34,354,671円

　財団は世界遺産集落を保全し、後世に残していくため
の公益事業を行っており、主な経費は村営駐車場の受託
費で賄われています。設立当初よりせせらぎ公園駐車場
と付随する総合案内所の管理運営業務を行い、現在は寺
尾・弥陀島臨時駐車場を含め繁盛期の渋滞緩和にも努め
ています。
　駐車場で徴収された駐車料金は村に収納され、駐車場
や施設の維持管理費に当てられ、一部は管理受託費とし
て財団の歳入となります。また、世界遣産地区の修理・
修景助成、地域振興策等にも使われ、事業計画に応じ村
から補助金として入ります。
　令和 2 年度のせせらぎ・寺尾・弥陀島駐車場の総収
入は、コロナウイルス感染症により前年比の6割減の8,950
万円となりました。受託事業費として7,650万円、集落整
備事業及び運営費補助金として1,800万円を村からの収入
とし事業を行いました。
　基金は約7億330万円、令和 2 年度は629万円の財産運
用利息収入となり、財団の貴重な財源として集落保存事
業を中心に活用されています。 

34,354,671円

世界遺産集落
保存事業費　
3,805万円
32.82％

村補助金収入
1,800万円
15.53％

財産運用・
利息収入
629万円 
5.43％

雑収入
5万円 
0.04％

基金運用財産
1,437万円 
12.4％

一般事務管理費
137万円
1.18％

指定管理受託事業費
7,650万円
65.99％

積立金 0万円 0％積立金 0万円 0％

指定管理受託事業収入
7,650万円
65.99％

一般寄付金収入
71万円
0.61％

　令和２年度のせせらぎ公園駐車場の普通車及び大型車の利用台数は、新型コロナウイルス感染症の影響により激減し
ました。緊急事態宣言が発令された5月には供用開始以来初となる駐車場の閉鎖を余儀なくされましたが、宣言解除と
ともに７月に開始した「Go Toキャンペーン」により10月には普通車がほぼ平年並みに戻り、11月には過去最高の利
用台数となりました。大型車も同様に、学生の修学旅行を中心とした利用により復活の兆しが見えたものの、感染の拡
大によるGo To トラベルの一時停止、緊急事態宣言の再発令により普通車とともに再度減少に転じました。
　新年度に向け、一日も早い新型コロナウイルス感染症の終息を願うばかりです。
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秋に復活の兆しも、緊急事態宣言の再発令により再度減少

白川郷の合掌造り （ 3） （ 2） 白川郷の合掌造り



 昔ながらの景色を子どもたちに残せるよう、
 これからも景観保全に取り組みます！

水田復旧事業
　平成16年度より荻町集落の景観を守ることを目的に、休耕田への田植えやさつまいも畑づくりを
行っています。今年度も白川郷学園の児童の皆さんとさつまいも掘りを一緒に行いました。

田植え・稲刈りをお手伝いしたい方　　大募集！！ぜひ一緒にやりましょう！田植え・稲刈りをお手伝いしたい方　　大募集！！ぜひ一緒にやりましょう！

荻町集落の景観をまもるために…

　毎年、白川郷学園の2年生の皆さんにはさつまいもの苗植えと収穫をし
てもらっていますが、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴
い、10/1に収穫のみを一緒に行いました。
　収穫前に職員より、稲やさつまいもを植えることで合掌集落の景観を
守っていることを児童の皆さんは頷きながら熱心に聞いていました。その
後、待ちに待ったさつまいもを掘りました。児童の皆さんはさつまいもを
見つけると、大はしゃぎで楽しみながら掘っていました。17名の皆さんで
協力し大小様々なさつまいもが掘れました。今年度は楽しみにしていた苗
植え作業からはできませんでしたが、泥だらけになりながら収穫を楽しん
ですることができて良かったのではないかと思います。

　今年も財団の田作りにご協力いただいた皆さん、ありがとうございました！
　財団が耕作している田んぼは機械が入らないところが多く手作業ばかりで大
変ですが、皆さんに頑張っていただいたおかげでとても助かりました。これか
らもお手伝いをよろしくお願いします。

白川郷学園
2年生との

さつまいも
掘り

水田協力隊
の皆さん

ありがとう
ございます

！

 いつまでも水田風景の残る遺産を保存するため、
これからも次世代の担い手づくりの教育活動を積極的に行います！

人材育成事業
　当財団では事業の1つとして白川郷学園の田づくりや畑づくりに関する肥料や苗・種の助成を
行っています。

次世代の遺産保存につながる
人づくり活動

　今年度も5年生の皆さんの田づくりをサポートし
ました。例年は、苗を助成したり田づくりの一連の
作業を指導したりしていましたが、今年度は、田植
え費の助成と脱穀の指導を行いました。
　脱穀では職員から機械の使い方を教わりながら、
丁寧に稲の束を通していきました。機械から籾米が
出てくるとしっかりと袋を支えてこぼれないように
気をつけていました。みんなで協力してはさがけし
たすべての稲を脱穀しました。その後は、はさがけ
に使用していたシートなど片付けも行い、無事に今
年度の田作りを終えました。

　畑づくりでは、今年度はかぼちゃやミニ
トマト、キュウリなどを学園の児童のみな
さんで育てました。

白川郷学園
5年生との

田づくり

畑づくり
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ありがとうございます
　
こ
の
度
は
、
伝
統
あ
る
機
関
紙

「
白
川
郷
の
合
掌
造
り
」
へ
の
寄

稿
の
機
会
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。僭
越
な
が
ら
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
私
自
身
の

自
己
紹
介
を
さ
せ
て
頂
い
て
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
危
機
下
に
お
け
る
村
の
観

光
振
興
課
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹

介
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
私
は
、
昨
年
（
令
和
二
年
）
の

四
月
一
日
か
ら
中
途
採
用
で
白
川

村
役
場
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

「
世
界
遺
産
白
川
郷
」
と
い
う
世

界
に
通
じ
る
ブ
ラ
ン
ド
力
を
持
っ

た
白
川
村
の
観
光
行
政
の
一
翼
を

担
わ
せ
て
頂
く
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
重
責
に
と
て
も
不
安
が
あ
り

ま
し
た
が
、
精
一
杯
頑
張

ろ
う
と
決
意
し
て
白
川
村

に
転
居
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
鳩
谷
の
ド
ミ
ー
ル

白
川
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　
以
前
は
、
平
成
十
一
年

度
か
ら
平
成
三
十
年
度
ま

で
の
十
九
年
間
、
お
隣
の

飛
騨
市
役
所
で
働
い
て
お

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
民

間
企
業
に
て
海
外
事
業
を

担
当
し
、
海
外
企
業
と
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
進
め
方
や
輸

出
入
業
務
に
つ
い
て
多
く

を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
白
川
村
で

働
く
と
い
う
素
晴
ら
し
い

機
会
を
頂
き
、
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
余
談
に
な
り
ま
す
が
、

ア
ッ
プ
ル
社
の
共
同
創
始

者
で
あ
る
、
故
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
が
、
二

〇
〇
五
年
に
米
国
の
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
の
卒
業
式
の
ス

ピ
ー
チ
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
ま
す
。〝
未
来
を
見
て
点
と

点
を
繋
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
過
去
を
振
り
返
っ
た
時
の
み

点
と
点
が
繋
が
る
の
で
す
。
点
と

点
が
何
ら
か
の
形
で
将
来
に
繋
が

る
こ
と
を
信
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
〞、
最
近
、
こ
れ

ま
で
の
私
の
様
々
な

経
験
の
「
点
」
が
今

に
繋
が
っ
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
、
こ

の
ス
ピ
ー
チ
の
事
を

身
に
し
み
て
感
じ
て

い
ま
す
…

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

は
海
外
旅
行
が
趣
味

で
、
特
に
世
界
遺
産

を
巡
る
こ
と
が
好
き

で
す
。
エ
ジ
プ
ト
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
イ
ン

ド
の
タ
ー
ジ
マ
ハ
ー

ル
な
ど
、
近
場
の
世

界
遺
産
は
色
々
見
て

き
ま
し
た
。そ
れ
と
、

飛
騨
市
古
川
町
で
小

学
生
に
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
教
え
て
い
ま
す
。一
応
、

コ
ー
チ
ラ
イ
セ
ン
ス
を
持
っ
て
い

ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
お

声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
で
は
、
こ
こ
か
ら
本
題
に
な
り

ま
す
。
最
初
に
、
こ
れ
ま
で
の
国

内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
対
す
る
取
り
組
み
の
変
容

に
つ
い
て
整
理
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
主
な
取
り
組
み
は
別
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
一
年
以
上
前
の
令
和
二
年
一
月

十
五
日
に
国
内
最
初
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
確
認
さ
れ

た
時
、
果
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
方

が
終
息
の
見
通
し
の
つ
か
な
い
コ
ロ

ナ
禍
を
予
測
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

　
国
内
の
感
染
拡
大
は
、
第
一
波

か
ら
第
三
波
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
知
見
の
蓄
積
に
基
づ

き
、
次
の
よ
う
に
対
策
に
変
化
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
未
だ

に
対
策
の
「
正
解
」
が
見
い
だ
せ

な
い
状
況
で
す
。

・
第
一
波
（
四
月
〜
五
月
）
徹
底

し
た
感
染
の
封
じ
込
め

・
第
二
波
（
七
月
〜
八
月
）
新
し

い
生
活
様
式
の
実
践
へ

・
第
三
波
（
十
二
月
〜
二
月
）
ク

ラ
ス
タ
ー
対
策

　
村
で
は
、
第
一
波
の
際
、
全
国

的
な
自
粛
・
休
業
要
請
に
伴
う
経

済
の
悪
化
か
ら
村
民
の
継
続
し
た

雇
用
を
守
る
た
め
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
村
独
自
の

休
業
支
援
（
白
川

村
緊
急
休
業
等
支

援
金
）
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
第
一

波
で
深
刻
な
経
済

的
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
た
村
内
観
光
業

の
回
復
を
図
る
た

め
、
国
内
誘
客
二

大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
白
川
郷
宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
・
白
川
郷
Q
R
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
を
国
の

G
O 

T
O 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
先
駆
け
て
実
施
し
ま
し

た
。
併
せ
て
、
感
染
防
止
対
策
と

し
て
、
白
川
村
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
支
援
補
助
金
を
設
け
、
村
内

事
業
者
の
感
染
防
止
の
取
り
組
み

を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　
こ
の
二
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
感

染
防
止
の
補
助
金
を
村
の
コ
ロ
ナ

対
策
の
「
柱
」
と
し
て
、
第
二
波

と
第
三
波
に
対
し
て
も
国
や
県
の

対
応
を
注
視
し
つ
つ
、
観
光
事
業

の
推
進
と
感
染
防
止
対
策
の
相
反

す
る
課
題
の
両
立
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
観

光
客
の
回
復
は
予
想
を
遥
か
に
超

え
て
鈍
く
、
非
常
に
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
多
く
の
人
の
出
入
り
が

あ
る
観
光
地
に
も
関
わ
ら
ず
、
岐

阜
県
下
で
唯
一
、
コ
ロ
ナ
の
感
染

者
が
「
ゼ
ロ
」
の
状
況
を
堅
持
し

て
い
る
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
村
民

の
皆
さ
ま
の
感
染
防
止
に
対
す
る

意
識
の
高
さ
と
取
り
組
み
の
賜
物

で
あ
る
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

編
集
後
記

　
令
和
2
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
に

伴
い
、
例
年
通
り
と
は
い
か
な
い

こ
と
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

せ
せ
ら
ぎ
公
園
駐
車
場
は
5
月
の

1
ヶ
月
間
、
初
め
て
閉
鎖
し
ま
し

た
。
普
通
車
も
大
型
車
も
1
台
も

来
な
い
駐
車
場
を
何
日
も
見
る
の

は
不
思
議
な
感
じ
で
し
た
。
今
年

度
の
自
治
保
存
会
育
成
事
業
も
予

防
の
観
点
か
ら
研
修
会
を
行
わ

ず
、
ま
た
定
例
会
議
も
Z
O
O
M

を
使
う
等
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
保
っ
て
行
う
な
ど
密
を

避
け
て
活
動
し
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
し
た
が
、
白

川
郷
学
園
と
の
さ
つ
ま
い
も
づ
く

り
や
田
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
休

校
に
伴
い
子
ど
も
た
ち
と
出
来
る

こ
と
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
限

ら
れ
た
中
で
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
未
だ
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
終
息
の
見
通
し
が
立
ち
ま

せ
ん
が
、
一
刻
も
早
く
以
前
の
よ

う
な
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

　
さ
て
、
長
年
勤
め
ら
れ
た
事
務

局
長
が
今
年
度
に
て
定
年
を
迎
え

退
職
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
遺
産
の

保
存
と
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
の
生

活
を
常
に
考
え
、
多
岐
に
わ
た
り

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

募金ご協力者一覧

令和２年度 竹 筒 募 金
国重文　和田家
ふる郷　長瀬家
神田家
県重文　明善寺
美然ゆめろむ館
焔仁美術館
合掌造り民家園
民宿　志みづ
民宿　のだにや
民宿　きどや
民宿　ふるさと
民宿　久松
民宿　かんじゃ

振替による場合
・郵便振替口座　00810－6－51954
・飛騨農業協同組合白川支店（普）9203800

現金書留による場合及び資料請求先
〒501-5627　岐阜県大野郡白川村荻町2495-3
 （一財）世界遺産白川郷合掌造り保存財団
　TEL（05769）6-3111　ＦＡＸ（05769）6-3113
　☆インターネットでも受け付けています。
　　http://shirakawa-go.org/zaidan/

基金に対する
ご寄付お送り先
及び資料請求先

　合掌財団では、合掌造り集落の保存とその集落
内の住民の暮らしを守るため、合掌家屋の修理や
集落の修景などの景観保全に関わるさまざまな課
題に対応し事業展開しております。
　当財団では、基本財産から生じる運用益を活用
して事業を行っていますが、その運用益だけでは
必要事業費には、はるかに及ばないのが実情です。
そのため、岐阜県の助成を得ながら緊縮した村の
会計から捻出して対処しているのが現状です。今

後、当財団に要請される事業が、社会情勢の変化
にともなってますます多様化し、一層責任が増大
していくものと予想されます。
　当財団が、このような課題にできるだけ的確に
対処できる体制を整えることが、世界遺産合掌集
落の保存に欠かせない条件です。この趣旨にご賛
同いただき、皆様の温かいご支援、ご協力をお願
いします。

世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を

コロナ禍における　　　
　　　　　観光の一考察
白川村役場観光振興課 小　瀬　智　之

現在店舗に合掌基金募金箱の
設置がなく、設置希望の
方や、募金箱の破損など
ありましたら当財団まで
ご連絡ください。

民宿　幸エ門
民宿　与四郎
民宿　利兵衛
民宿　一茶
民宿　孫右エ門
民宿　源作
民宿　よきち
民宿　文六
民宿　わだや
民宿　伊三郎
民宿　大田屋
白川郷の湯
トヨタ白川郷自然学校
忠兵衛
基太の庄
白楽
心花洞
文化喫茶郷愁
喫茶狩人
結の郷
いっぷくちな
手打ちそば処乃むら
しあわせ屋吉兵衛

飛騨路
しらおぎ
けやき
味処ゆきんこ
与ぜ
白水園
いろり
喫茶さとう
天守閣
どっこらしょ
ます園文助
柊
コーヒー屋鄙
あらい
合掌
そば脇本
恵びす屋
山峡の家

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
今
後
の
観
光
に
関
す
る

私
見
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
村
の
観
光

は
一
変
し
ま
し
た
。
二
〇
一
九
年

に
過
去
最
高
の
二
百
十
五
万
人
を

記
録
し
た
観
光
客
数
は
、
速
報
値

に
よ
る
と
二
〇
二
〇
年
は
約
七
十

一
万
人
ま
で
落
ち
込
ん
で
お
り
ま

す
。
当
面
、
海
外
か
ら
の
訪
日
観

光
客
は
見
込
め
な
い
状
況
が
続
く

と
思
わ
れ
ま
す
し
、
国
内
観
光
客

に
つ
い
て
も
、
少
人
数
に
よ
る
自

家
用
車
で
の
観
光
へ
「
旅
の
ス
タ

イ
ル
」
が
変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
一
年
間
、「
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た

か
」
に
よ
っ
て
、
差
が
生
ま
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
都

市
部
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
新
た
な

需
要
を
と
ら
え
、
業
態
転
換
を
模

索
す
る
企
業
も
少
な
く
な
い
よ
う

で
す
。
二
〇
二
一
年
一
月
十
四
日

に
発
表
さ
れ
た
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
す
る
企
業
の
意
識
調
査

（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
）」
に
よ
れ

ば
、
業
態
転
換
の
「
予
定
が
あ
る
」

と
回
答
し
た
飲
食
店
は
、四
十
五
．

二
％
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
デ
リ
バ

リ
ー
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
普
及

は
、
業
態
転
換
に
お
け
る
一
つ
の

成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
白
川
村
に
お
い
て
は
、
宿
泊
割

引
お
よ
び
Q
R
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
て
、

新
た
な
取
り
組
み
の
素
地
が
整
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
村
内
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
の
事
業
者

が
飛
躍
的
に
増
え
ま
し
た
し
、
白

川
郷
観
光
協
会
の
運
営
す
る
宿
泊

予
約
サ
イ
ト
に
独
自
の
宿
泊
プ
ラ

ン
を
簡
単
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
こ
れ
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
宿

泊
施
設
の
空
き
部
屋
の
日
中
貸
し

出
し
、
飲
食
店
と
共
同
の
食
事
つ

き
宿
泊
プ
ラ
ン
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
見
学
施
設
と
連
携
し
た
宿
泊

プ
ラ
ン
、
飲
食
店
と
共
同
の
お
弁

当
付
き
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

な
ど
、
色
ん
な
事
が
考
え
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
し
、
村
内
の
各
種
組

合
な
ど
で
独
自
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
す
る
事
も
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
困
難
と
は

い
え
、
何
も
し
な
い
ま
ま
で
は
、

そ
の
先
に
あ
る
チ
ャ

ン
ス
を
掴
み
損
ね
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
人
生
万
事
塞
翁
が

馬
」、
決
し
て
悲
観
せ

ず
、
こ
の
困
難
を
未

来
の
チ
ャ
ン
ス
に
つ

な
げ
る
た
め
に
も
、

今
の
う
ち
か
ら
準
備

を
進
め
て
お
く
こ
と

が
重
要
か
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
今
後
の
白
川
村

の
観
光
が
「
V
字
回

復
」
で
き
る
よ
う
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
で
き

る
事
を
積
み
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指

導
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（敬称略）

おいしんぼ
かたりべ
おけさ
山楽堂
合掌庵
ぜん助
てづか民芸品店Neo
佐藤民芸品店
今藤商店
こびき屋柿の木店
めめんこ
こびき屋
古太神
道の駅白川郷
鳩谷郵便局
であいの館

岐阜県 ㈱林工務店  林　　俊宏
 ㈱三輪酒造
　　　　代表取締役  三輪　研二
神奈川県 竹本　榮夫
愛知県 北條　正典
岐阜県 可児　洋明
 山田　昭男
和歌山県 石田　真紀
兵庫県 西本喜久子
愛知県 大森　國雄
滋賀県 ㈱文教スタヂオ

　皆さまからいただきました合掌基金（募金）に心より
御礼申し上げます。
　ご協力いただきました皆さまをご紹介いたします。
ありがとうございました。
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